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案　　　件　　　名 結果

賛否 （ ○……賛成　×……反対　−……賛否に加わっていない ）
公明党
議員団

日本共産
党議員団 岩出クラブ 郁青青

クラブ ネット岩出

尾
和
弘
一

宮
本
要
代

玉
田
隆
紀

田
畑
昭
二

市
來
利
恵

増
田
浩
二

西
野
　
豊

上
野
耕
志

福
山
晴
美

松
下
　
元

山
本
重
信

三
栖
慎
太
郎

梅
田
哲
也

田
中
宏
幸

井
神
慶
久

吉
本
勧
曜

専決処分の承認を求めることについて
（岩出市外国語指導助手の賃金及び旅費等に関する
条例の一部改正）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
議
長
の
た
め
、
賛
否
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市福祉事務所設置条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定

可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

岩出市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の制定

可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

岩出市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度岩出市一般会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算
（第1号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度岩出市介護保険特別会計補正予算
（第1号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度岩出市下水道事業特別会計補正予算
（第2号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度岩出市水道事業会計補正予算
（第2号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道路線の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道根来安上線新設改良工事その2請負契約 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

動産の取得 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市固定資産評価審査委員会委員の選任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本酒の普及の促進に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書の提出 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求
める意見書の提出

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２6年第3回定例会議決結果
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＊質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。
＊内容等については、質問者にお問い合わせください。

一　般　質　問

井　神　慶　久　議員	 4頁
◎中高一貫校について
◎全国学力テストについて

宮　本　要　代　議員	 5頁
◎学力調査について
◎認知行動療法について
◎土砂災害について

梅　田　哲　也　議員	 6頁
◎全国学力・学習状況調査について
◎子どものスマホの適正な使用について
◎土砂災害防止法について

山　本　重　信　議員	 7頁
◎高齢者福祉について
◎子どもたちの教育と安全対策について
◎橋の安全対策について

三　栖　慎太郎　議員	 8頁
◎根来小学校新運動場トイレの水洗・洋式化を直ちに
◎原材料支給に関して、年1回10万円の原材料
のみ支給で、どのような道普請等ができるのか

田 畑 昭 二　議員	 9頁
◎子ども医療費の自己負担分の軽減措置について
◎地域包括ケアシステム（2025年をめどに
整備を目標）について　

尾 和 弘 一　議員	 10頁
◎地籍について
◎公共施設について
◎ふるさと納税について
◎上下水道について
◎市税・国保税について
◎各種選挙について
◎防災・減災について
◎大門池裁判について

玉　田　隆　紀　議員	 11頁
◎環境整備について
◎情報発信について

増　田　浩　二　議員	 12頁
◎核廃絶宣言自治体について
◎災害対策について
◎上岩出保育所周辺の道路整備について

市 來 利 恵　議員	 13頁
◎子ども・子育て支援新制度について
◎安心の介護保険制度を求めて
◎小・中学校の学校図書室に司書の配置を

いわで議会だよりいわで議会だより− 3 −

（
平
成
26
年
9
月
11
日
選
任
）

（
委
員
長
）	山
　
本
　
重
　
信

（
郁
青
青
ク
ラ
ブ
）

（
副
委
員
長
）	玉
　
田
　
隆
　
紀

（
公
明
党
議
員
団
）

（
委
　
員
）	宮
　
本
　
要
　
代

（
公
明
党
議
員
団
）

（
委
　
員
）	田
　
中
　
宏
　
幸

（
ネ
ッ
ト
岩
出
）

（
委
　
員
）	西
　
野
　
　
　
豊

（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

（
委
　
員
）	吉
　
本
　
勧
　
曜

（
ネ
ッ
ト
岩
出
）

（
委
　
員
）	市
　
來
　
利
　
恵

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

決
算
審
査

特
別
委
員
会



井神　慶久 議員
（ネット岩出）

県
立
中
高
一
貫
校
を

岩
出
に

中
高
一
貫
校
に
つ
い
て
、

今
年
度
の
市
政
懇
談
会
で
は
、

多
く
の
会
場
で
県
立
中
高
一

貫
校
設
置
の
要
望
が
多
く
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
日
で
も
早
く
市
内
に
つ

く
っ
て
欲
し
い
。

質
　
問

中
高
一
貫
校
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。
現
時
点
で
の

県
内
の
現
状
は
。
何
か
問
題

点
は
あ
る
の
か
。

那
賀
高
校
へ
の
中
学
校
の

設
置
に
つ
い
て
は
。

答
　
弁
　
教
育
長

小
学
校
卒
業
時
点
で
の
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
な
ど
の

進
路
選
択
の
幅
を
広
げ
る
た

め
、
学
校
の
複
線
化
を
進
め

る
こ
と
や
、
6
年
間
の
学
校

生
活
の
中
で
計
画
的
、
継
続

的
な
教
育
課
程
を
展
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
個
性

や
創
造
性
を
伸
ば
す
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
10
年
度
に
制

度
化
さ
れ
、
翌
年
度
か
ら
導

入
し
、
全
国
的
に
見
て
、
平

成
2₅
年
で
１
０
３
校
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

私
立
中
学
に
比
べ
、
経
済

的
な
負
担
軽
減
か
ら
、
公
立

中
高
一
貫
校
の
人
気
が
高
く
、

め
て
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
実

施
日
に
、
そ
の
対
象
外
で
あ

る
小
学
3
・
4
・
5
年
生
及

び
中
学
1
・
2
年
生
を
対
象

に
、
市
独
自
で
全
国
学
力
テ

ス
ト
に
準
拠
し
た
内
容
の
学

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
こ

の
テ
ス
ト
は
、
学
校
や
学
年

及
び
個
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
改

今
後
さ
ら
に
設
置
さ
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

那
賀
高
校
へ
の
設
置
は
、

県
教
育
委
員
会
の
管
轄
と
な

る
た
め
、
県
に
要
望
を
し
て

い
く
。

質
　
問

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
つ
い
て
、
私
は
公
表
を

し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま

す
が
、
学
校
別
成
績
を
公
表

す
る
の
か
。
学
力
向
上
に
向

け
た
今
後
の
対
策
、
改
善
点

の
考
え
は
。

答
　
弁
　
教
育
長

国
が
示
す
実
施
要
領
で
は
、

数
値
に
よ
る
順
位
の
公
表
な

ど
は
行
わ
な
い
こ
と
と
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学

校
名
を
明
ら
か
に
し
た
個
別

の
状
況
に
つ
い
て
は
公
表
は

し
ま
せ
ん
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
初

善
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護

者
へ
の
個
人
成
績
の
通
知
な

ど
を
通
し
て
、
個
々
の
学
習

支
援
を
し
て
い
く
こ
と
を
主

な
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
本
市

児
童
生
徒
は
、
携
帯
電
話
・

ス
マ
ホ
・
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の

利
用
時
間
が
多
い
こ
と
。
ま

た
、
そ
れ
に
反
し
て
家
庭
で

学
習
、
復
習
し
た
り
す
る
時

間
が
た
い
へ
ん
少
な
い
こ
と

な
ど
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

秋
田
県
な
ど
の
上
位
常
連

県
な
ど
の
実
績
か
ら
は
、
学

校
と
保
護
者
が
連
携
し
進
め

る
家
庭
学
習
の
習
慣
化
は
、

学
力
向
上
に
と
っ
て
大
切
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
ま

す
。家

庭
学
習
啓
発
資
料
「
い

わ
で
の
こ
」
を
、
来
年
度
本

市
の
児
童
生
徒
の
課
題
を
明

示
す
る
な
ど
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
し
て
、
さ
ら
な
る
家
庭

学
習
の
啓
発
、
推
進
を
図
っ

て
い
く
。
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宮本　要代 議員
（公明党議員団）

全
国
学
力
調
査

携
帯
・
ス
マ
ホ
の
使
用
時

間
が
増
え
る
ほ
ど
成
績
が
低

下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

使
用
時
間
が
₃0
分
未
満
の

児
童
生
徒
と
4
時
間
以
上
の

児
童
生
徒
の
正
答
率
を
比
べ

る
と
、
全
教
科
平
均
で
約
1₄

ポ
イ
ン
ト
、
中
学
数
学
B
で

は
18
．0
％
も
開
い
た
。

質
　
問

①
全
国
学
力
調
査
の
中
の
学

習
時
間
や
生
活
習
慣
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
や
、

問
題
点
解
決
に
む
け
て
の
取

り
組
み
は
。

②
携
帯
・
ス
マ
ホ
の
使
用
状

況
は
。
ま
た
、
家
庭
へ
取
り

組
み
の
呼
び
か
け
や
学
校
教

育
で
啓
発
を
。

答
　
弁
　
教
育
長

①
学
習
状
況
調
査
の
結
果
か

ら
、
課
題
解
決
に
む
け
て
の

取
り
組
み
は
、

・
家
庭
学
習
啓
発
資
料
「
い

わ
で
の
こ
」
に
岩
出
市
の

児
童
生
徒
の
課
題
を
明
示

し
、
家
庭
学
習
の
推
進
を

図
る
。

土
砂
災
害

質
　
問

①
岩
出
市
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
の
指
定
状
況
は
。

②
住
民
へ
の
危
険
周
知
や
避

難
体
制
の
整
備
な
ど
の
防
災

対
策
に
つ
い
て
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

①
岩
出
市
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
指
定
状
況
は
。︵
次

の
表
の
と
お
り
︶

・
司
書
を
学
校
に
派
遣
し
、

学
校
図
書
館
の
活
性
化
や

子
ど
も
た
ち
の
読
書
へ
の

関
心
・
意
欲
の
向
上
に
努

め
る
。

②
携
帯
・
ス
マ
ホ
の
所
有
率

・
小
学
6
年
生　

₅₇
．９
％

・
中
学
3
年
生　

88
．６
％

携
帯
・
ス
マ
ホ
の
使
用
に
つ

い
て
は
、「
学
校
を
通
し
て

の
指
導
の
推
進
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
連
携
し
、
保
護
者
へ
の
啓

発
の
強
化
」
を
図
っ
て
い
く
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

②
予
測
に
よ
る
避
難
勧
告
等

発
令
の
空
振
り
を
恐
れ
る
こ

と
な
く
、
住
民
の
安
全
確
保

に
努
め
る
。

住
民
の
避
難
に
つ
い
て
は
、

「
常
日
ご
ろ
か
ら
、
避
難
路

を
各
自
が
把
握
」「
自
主
防

災
組
織
や
自
治
会
班
単
位
で

の
避
難
訓
練
や
最
善
の
避
難

経
路
を
確
認
」
を
お
願
い
し

て
い
る
。

携帯・スマホの
使用にルールを

携帯・スマホ使用時間と
学力テストの平均正答率

土石流 急傾斜地
の崩壊

土砂災害警戒区域 40箇所 44箇所

上記のうち土砂災害
特別警戒区域 30箇所 44箇所

いわで議会だよりいわで議会だより− 5 −



ホ
の
使
用
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
懇
談
会
を
も
ち
意
見
を

ま
と
め
、
保
護
者
向
け
の
啓

発
チ
ラ
シ
を
作
成
す
る
。

③
有
害
サ
イ
ト
接
続
の
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
の
実
施
は
低
い
。

④
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
て
、
各
家

庭
へ
の
呼
び
か
け
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

質
　
問

①
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

く
警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒

区
域
は
、
市
内
に
何
箇
所
あ

る
の
か
。

②
住
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

③
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
記

載
時
期
に
つ
い
て
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

①
土
石
流
に
区
分
さ
れ
る
土

砂
災
害
警
戒
区
域
は
、
₄0
箇

所
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
区

分
さ
れ
る
区
域
は
₄₄
箇
所
、

そ
の
う
ち
、
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
を
含
む
と
こ
ろ
が
、

土
石
流
は
₃0
箇
所
、
急
傾
斜

地
の
崩
壊
に
つ
い
て
は
、
全

域
が
県
に
よ
り
指
定
さ
れ
て

い
る
。 土

砂
災
害
防
止
法

梅田　哲也 議員
（ネット岩出）

4
月
実
施
の
全
国
学
力

学
習
状
況
調
査

質
　
問

①
和
歌
山
県
は
、
小
中
学
校

と
も
に
全
国
平
均
を
下
回
る

結
果
で
あ
っ
た
が
、
本
市
の

状
況
は
ど
う
か
。

②
家
庭
学
習
時
間
と
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
等
の
時
間
は
ど
う
か
。

③
学
力
向
上
に
向
け
て
、
目

標
設
定
と
具
体
的
施
策
に
つ

い
て
。

答
　
弁
　
教
育
長

①
小
学
生
で
は
、
全
国
平
均

を
2
～
5
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、

中
学
生
で
は
、
全
国
平
均
を

6．₅
～
10
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
厳

し
い
結
果
で
あ
る
。

②
ＰＣ
や
携
帯
電
話
を
含
め
た

ゲ
ー
ム
の
使
用
時
間
は
、
小

中
学
生
と
も
に
全
国
平
均
に

比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
。

③
目
標
設
定
に
つ
い
て
は
、

小
学
生
で
は
全
国
平
均
、
中

学
生
で
は
県
平
均
を
目
標
に

危
機
意
識
を
も
っ
て
取
り
組

む
。子

ど
も
の
ス
マ
ホ
の
適
正

な
使
用

質
　
問

①
本
市
で
は
、
児
童
生
徒
の

ス
マ
ホ
等
の
利
用
状
況
を
把

握
し
て
い
る
か
。

②
保
護
者
や
教
育
関
係
者
に

適
正
な
使
用
と
危
険
性
に
つ

い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

③
ス
マ
ホ
等
の
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
の
現
状
は
ど
う
か
。

④
夜
間
の
ス
マ
ホ
等
の
使
用

制
限
に
向
け
た
取
り
組
み
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
教
育
長

①
小
学
校
6
年
で
、₅₇
．９
％
、

中
学
校
3
年
で
88
．６
％
が

所
有
し
て
い
る
。

②
教
育
委
員
会
主
催
で
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々
と
、
ス
マ

答
　
弁
　
総
務
部
長

②
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
つ

い
て
の
チ
ラ
シ
を
市
内
公
共

施
設
へ
掲
示
す
る
と
と
も
に
、

広
報
い
わ
で
10
月
号
へ
も
掲

載
し
、
周
知
し
て
い
る
。

③
今
年
度
作
成
中
の
岩
出
市

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
掲
載
し
、

平
成
2₇
年
3
月
に
市
広
報
紙

と
同
時
に
市
内
全
世
帯
へ
配

布
す
る
。

スマホの夜間
使用制限を

いわで議会だより − 6 −いわで議会だより



高
齢
者
福
祉対

策
の
充
実

な
方
法
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

お
年
寄
り
が
興
味
を
持
ち
、

自
分
の
意
志
で
出
か
け
た
い

と
思
え
る
方
法
と
し
て
、
カ

ジ
ノ
や
麻
雀
教
室
、
喫
茶
サ

ロ
ン
等
の
運
営
を
し
て
、
積

極
的
に
外
出
す
る
機
会
を
つ

く
り
、
成
功
し
て
い
る
事
例

が
多
く
あ
り
ま
す
。
対
策
と

し
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建

設
が
最
適
だ
と
考
え
ま
す
が
、

お
考
え
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る

よ
う
、
様
々
な
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
は
最
近
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
り
、
競
技
人
口
も
増
加

し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
広
大
な
用
地
が

必
要
な
た
め
、
現
在
考
え
て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
新
設

計
画
は

質
　
問

現
在
、
家
の
中
に
閉
じ
こ

も
り
、
運
動
不
足
で
運
動
機

能
が
低
下
し
、
介
護
が
必
要

な
お
年
寄
り
を
多
く
見
受
け

ま
す
。

そ
の
改
善
策
と
し
て
、
お

年
寄
り
が
元
気
で
長
生
き
で

き
る
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

他
の
市
町
村
の
ユ
ニ
ー
ク

る
施
策
や
生
き
が
い
事
業
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

各
学
校
・
学
力
公
表
す
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す

質
　
問

今
ま
で
、
学
力
を
公
表
す

る
と
、
学
校
を
序
列
化
さ
れ

る
危
険
が
あ
る
た
め
、
成
績

を
公
表
し
な
い
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
、
世
の
中
に

出
る
と
す
べ
て
競
争
社
会
で

す
。
今
の
競
争
社
会
に
対
応

で
き
る
教
育
に
は
、
学
力
の

公
表
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

答
　
弁
　
教
育
長

全
国
学
力
・
学
習
状
況
の

結
果
公
表
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
国
平
均
と
比
べ
た
特
徴
的

な
概
要
や
今
後
の
対
策
と
併

せ
て
公
表
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
名
を
明
ら
か

に
し
た
各
学
校
の
個
別
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
公
表
し
ま

せ
ん
。

今
後
、
取
り
組
み
や
成
果

及
び
課
題
等
を
改
善
し
ま
す
。

い
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
屋
外
で
の
競
技

と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
テ
ニ
ス

等
の
競
技
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今

後
、
各
種
計
画
に
て
引

き
続
き
社
会
参
加
を
促
進
す

質
　
問

総
合
体
育
館
前
の
山
田
川

に
架
か
る
落
合
橋
が
老
朽
化

し
て
い
ま
す
。
早
急
な
対
策

が
必
要
で
す
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

以
前
に
山
田
川
の
河
川
改

修
時
に
、
木
造
か
ら
現
在
の

橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
も
の

で
、
中
迫
地
区
か
ら
荊
本
地

区
へ
の
必
要
な
道
路
で
あ
り
、

農
作
業
用
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
再
度
、
河
川
管
理
者

の
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

落
合
橋
の
安
全
対
策
は

山本　重信 議員
（郁青青クラブ）

パークゴルフ風景

いわで議会だよりいわで議会だより− 7 −



つ
い
て
は
、
区
費
が
相
応
と

考
え
て
い
る
た
め
、
差
を
つ

け
る
必
要
は
な
い
。

②
予
算
の
範
囲
内
で
、
よ
り

多
く
の
区
・
自
治
会
に
分
配

し
た
い
の
で
、
複
数
年
分
の

一
括
補
助
は
で
き
な
い
。

③
小
規
模
工
事
対
象
の
た
め

人
件
費
等
、
支
給
対
象
拡
大

は
必
要
な
い
。
ま
た
、
現
状

で
も
、
現
地
確
認
や
技
術
的

な
相
談
対
応
な
ど
必
要
十
分

に
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
情
報
提
供
や
工

事
当
日
の
現
地
立
ち
会
い
に

対
応
す
る
こ
と
は
、
や
ぶ
さ

か
で
は
な
い
。

原
材
料
支
給
　
年
一
回

10
万
円
で
何
が
で
き
る

質
　
問

①
大
規
模
の
区
と
小
規
模
の

自
治
会
で
は
、
管
理
認
定
外

道
路
等
の
規
模
も
違
う
た
め

支
給
限
度
額
に
、
管
理
範
囲

に
応
じ
た
差
を
つ
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

三栖慎太郎 議員
（郁青青クラブ）

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
施
工
年
は
昭
和
₅₅
年
９
月
。

理
由
は
、
浄
化
槽
か
ら
の
放

流
に
下
流
の
同
意
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
か
ら
だ
が
、
現
在

は
解
消
さ
れ
て
い
る
。

②
合
併
浄
化
槽
に
よ
る
水
洗

洋
式
化
が
可
能
で
、
費
用
は

概
算
２
千
３
百
万
円
。

③
当
該
地
区
の
下
水
道
接
続

は
、
平
成
₃1
年
以
降
。

④
優
先
順
位
の
高
い
案
件
は
、

消
防
指
摘
箇
所
の
改
善
、
床

の
張
り
替
え
、
雨
漏
り
補
修
、

手
洗
い
場
の
改
修
、
特
別
教

室
の
エ
ア
コ
ン
の
取
り
替
え

等
で
、
安
全
面
最
優
先
。

⑤
新
運
動
場
ト
イ
レ
は
、
あ

く
ま
で
緊
急
用
。
利
用
は
非

常
に
少
な
い
の
で
優
先
順
位

は
低
い
。

根
来
小
学
校
新
運
動
場

ト
イ
レ
の
水
洗
洋
式
化

を
直
ち
に

質
　
問

　

こ
の
問
題
は
、
子
ど
も
や

保
護
者
の
切
実
な
要
望
。

市
民
が
納
得
す
る
答
弁
を
。

①
施
工
時
、
水
洗
・
洋
式
化

し
な
か
っ
た
理
由
は
。

②
下
水
道
直
結
前
の
水
洗
洋

式
化
は
可
能
か
。

③
下
水
道
接
続
時
期
は
。

④
こ
の
問
題
よ
り
、
緊
急
性

必
要
性
が
高
い
案
件
と
は
。

⑤
子
ど
も
の
健
康
・
精
神
面

に
問
題
が
出
る
と
、
文
科
省

は
、
子
ど
も
の
学
習
・
生
活

環
境
改
善
の
視
点
に
立
ち
、

ト
イ
レ
の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
が
、
児
童
の
健
康
面
・

精
神
面
の
問
題
は
、
市
教
育

委
員
会
に
と
っ
て
緊
急
性
・

必
要
性
が
低
い
の
か
。

ま
た
、
年
一
回
10
万
円
の

原
材
料
は
非
常
に
限
ら
れ
て

い
る
が
、
ど
う
い
っ
た
利
用

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

②
団
体
の
計
画
に
合
わ
せ
て
、

複
数
年
分
の
一
括
補
助
の
仕

組
み
も
有
効
で
は
な
い
か
。

③
市
が
常
々
、
地
域
住
民
に

よ
る
、
さ
ら
な
る
協
働
を
求

め
る
な
ら
、
支
給
対
象
を
重

機
借
上
料
、
消
耗
品
、
人
件

費
等
ま
で
拡
大
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

①
大
規
模
な
改
修
工
事
は
、

幅
員
、
水
路
敷
幅
、
地
元
分

担
金
等
の
条
件
は
あ
る
が
、

市
が
事
業
主
体
で
実
施
し
て

い
る
。

本
制
度
は
、
地
元
区
費
用

で
行
う
小
規
模
工
事
に
対
す

る
補
助
。

大
規
模
な
区
や
自
治
会
に

年
一
回
₁₀
万
円
で

何
が
で
き
る

重さ１００キロ以上のコンクリート側溝蓋
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田畑　昭二 議員
（公明党議員団）

子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担

分
の
軽
減
措
置
を

質
　
問

●
現
在
、
未
就
学
児
の
入
院

・
通
院
、
小
学
生
の
入
院

は
自
己
負
担
分
に
つ
い
て
、

全
額
助
成
さ
れ
て
い
る
。

小
学
生
の
通
院
、
中
学
生

の
入
院
・
通
院
は
、
3
割

の
自
己
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
周
辺
自
治

体
と
の
均
衡
や
、
子
育
て

支
援
施
策
の
重
要
性
の
観

点
か
ら
是
非
と
も
、
来
年

度
よ
り
子
ど
も
医
療
費
の

自
己
負
担
分
の
軽
減
助
成

措
置
が
取
れ
な
い
か
。

今
後
、
市
の
考
え
方
を
整
理

し
て
い
き
た
い

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

は
、
各
自
治
体
の
判
断
で
実

施
さ
れ
る
地
方
単
独
事
業
。

市
で
は
、
子
育
て
支
援
施
策

の
一
つ
と
し
て
、
低
年
齢
児

の
医
療
費
を
助
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
、
子
ど
も
の

保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進

を
図
る
目
的
で
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
住
ん
で
い
る
地
域

に
よ
っ
て
は
、
同
じ
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
も
制
度
内

容
が
異
な
る
た
め
、
子
育
て

世
代
間
で
不
公
平
感
を
生
じ

さ
せ
る
結
果
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
こ
の
制
度
は
国
の
責

任
で
、
全
国
的
に
統
一
さ
れ

た
制
度
と
し
て
実
施
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
国
の

動
向
、
社
会
経
済
情
勢
を
踏

ま
え
、
市
の
考
え
方
を
整
理

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

質
　
問

●
団
塊
の
世
代
が
₇₅
才
以
上

に
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、

高
齢
者
の
み
の
単
身
及
び

夫
婦
の
世
帯
割
合
は
２
０

１
０
年
の
20
％
か
ら
26
％

へ
。
ま
た
、
日
常
的
に
介

護
が
必
要
な
認
知
症
高
齢

者
も
、
２
８
０
万
人
か
ら

４
７
０
万
人
に
達
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。
住
み

な
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら

し
く
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

住
ま
い
・
介
護
・
介
護
予

防
・
生
活
支
援
・
医
療
等

の
整
備
が
一
体
的
に
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性

で
実
施
、
推
進
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

幅
広
く
意
見
を
伺
い
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
、
何
ら
か
の
支
援
が
必
要

で
あ
っ
て
も
生
活
が
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
や
支
援
が
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
で
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
体
制

づ
く
り
等
を
把
握
す
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
担
当
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
実
態
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
つ
い
て
も
意
向
調
査
を
実

施
し
、
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
と
幅
広
く
意
見
を

伺
い
取
り
組
み
ま
す
。

子ども医療費の
軽減助成措置を

いわで議会だよりいわで議会だより− 9 −



図書館のある大門池

答
　
弁
　
総
務
部
長

今
年
度
避
難
施
設
サ
イ
ン

設
置
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

避
難
所
₄6
箇
所
の
入
口
付

近
に
そ
れ
ぞ
れ
1
枚
を
設
置
、

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

2
枚
に
す
る
。

看
板
の
サ
イ
ズ
は
横
₉0
㎝

縦
60
㎝
の
ア
ル
ミ
板
を
使
用

し
、
夜
間
で
も
わ
か
り
や
す

い
も
の
と
し
て
い
る
。

設
置
完
了
は
11
月
28
日
ま

で
に
完
了
し
た
い
。

現
在
あ
る
案
内
ポ
ー
ル
は
、

市
が
設
置
し
た
も
の
で
な
い

の
で
撤
去
は
し
ま
せ
ん
。

賃
貸
料
請
求
に
つ
い
て
は
、

顧
問
弁
護
士
と
協
議
し
た
結

果
、
現
時
点
で
請
求
は
適
切

で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

答
　
弁
　
市
長

過
去
、
誠
意
を
も
っ
て
交

渉
し
て
き
た
。
極
め
て
一
部

の
所
有
権
の
主
張
に
よ
り
解

決
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
て
今
日

ま
で
来
た
。
後
、
お
答
え
す

る
つ
も
り
は
さ
ら
さ
ら
な
い
。

答
　
弁
　
代
表
監
査
委
員

市
は
十
分
検
討
し
て
賃
貸

料
の
返
還
請
求
す
る
こ
と
は
、

適
切
で
な
い
と
判
断
し
て
い

る
こ
と
か
ら
特
に
意
見
は
な

い
。
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
　
問

①
最
高
裁
へ
の
「
上
告
受
理

申
し
立
て
」
の
経
過
は
ど
う

か
。

②
水
利
組
合
の
地
役
入
会
権

は
ど
う
か
。

③
駐
車
場
の
賃
貸
料
の
返
還

請
求
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

岩
出
市
の
上
告
申
立
が
、

最
高
裁
で
受
理
さ
れ
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
重
大
な
責
任
が

あ
る
。
今
ま
で
、「
市
に
所

有
権
が
あ
り
市
民
の
財
産
で

あ
る
」
と
主
張
し
て
き
た
が

今
回
の
判
断
は
、
水
利
組
合

の
権
利
を
認
め
た
も
の
で
あ

り
裁
判
で
岩
出
市
は
明
ら
か

に
負
け
た
の
で
あ
る
。
市
長
、

教
育
長
、
監
査
委
員
と
し
て

の
反
省
と
見
解
を
求
め
る
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

9
月
2
日
最
高
裁
で
不
受

理
が
決
定
さ
れ
た
。
市
の
主

張
が
認
め
ら
れ
ず
残
念
で
あ

る
が
、
今
回
の
決
定
は
今
ま

で
市
が
取
っ
て
き
た
方
針
に

直
接
影
響
を
与
え
る
も
の
で

は
な
い
。
水
利
組
合
の
地
役

入
会
権
に
つ
い
て
「
岩
出
市

に
何
か
せ
よ
」
と
命
じ
て
い

る
も
の
で
な
い
。

質
　
問

還
付
加
算
金
の
返
還
は
ど

う
か
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

過
去
5
年
間
の
未
払
い
分

に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中

で
あ
り
、
金
額
が
確
定
さ
れ

れ
ば
速
や
か
に
対
象
者
に
還

付
通
知
の
送
付
を
考
え
て
い

る
。

質
　
問

選
挙
の
際
、
条
例
に
違
反

し
て
投
票
管
理
者
に
多
額
の

報
酬
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、

和
歌
山
地
裁
に
提
訴
し
た
。

答
　
弁
　
市
長

選
挙
は
適
正
に
管
理
執
行

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

投
票
事
務
従
事
者
と
投
票

管
理
者
を
兼
務
す
る
事
に
よ

り
経
費
の
削
減
が
な
さ
れ
て

お
り
、
参
議
院
選
挙
等
は
、

国
か
ら
全
額
交
付
さ
れ
、
市

に
損
害
を
与
え
て
い
な
い
。

な
お
、
他
市
の
状
況
も
勘

案
し
な
が
ら
、
見
直
し
す
べ

き
も
の
は
見
直
し
せ
よ
と
指

示
を
出
し
て
い
る
。

質
　
問

避
難
看
板
の
設
置
及
び
ス

タ
イ
ル
は
ど
う
か
。

尾和　弘一 議員

大門池裁判
高裁の判決確定

現在ある避難場所の表示看板
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情
報
発
信
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

取
得
者
は
。

②
難
聴
者
が
来
庁
さ
れ
た
場

合
、
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
方
に

つ
い
て
は
、
福
祉
課
の
手
話

通
訳
の
で
き
る
職
員
が
対
応

し
、
で
き
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
筆
談
に
よ
り
対
応
し
て

い
る
。

③
平
成
2₅
年
6
月
に
成
立
し
、

平
成
28
年
4
月
に
施
行
さ
れ

る
障
害
者
差
別
解
消
法
に
お

い
て
、
行
政
機
関
は
社
会
的

障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い

て
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
機
器
を
含
め
、
ど

難
聴
者
用
器
具
の
整
備
を

質
　
問

①
難
聴
者
の
現
状
と
課
題

②
各
課
窓
口
で
の
対
応

③
難
聴
者
用
ス
ピ
ー
カ
ー
シ

ス
テ
ム
「
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
な

ど
、
器
具
の
環
境
整
備
は
。

調
査
し
考
え
る

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
平
成
26
年
9
月
18
日
現
在
、

岩
出
市
に
お
け
る
聴
覚
障
が

い
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳

情
報
発
信

質
　
問

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報

発
信
の
現
状
と
課
題
は
。

②
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情
報

発
信
の
考
え
は
。

検
討
す
る

答
　
弁
　
市
長
公
室
長

①
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
年
間

約
2₅
万
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

の
登
録
者
数
は
、
8
月
現
在

で
５
，７
０
７
件
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
っ
て
い
な
い
方
に
は
、
情

報
が
伝
わ
ら
な
い
問
題
が
あ

る
が
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
環

境
に
よ
っ
て
偏
り
が
生
じ
な

い
よ
う
に
、
時
代
に
あ
っ
た

情
報
手
段
の
効
果
的
な
連
携

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

若
い
世
代
の
意
見
収
集
や
情

報
の
拡
散
に
も
高
い
効
果
が

の
よ
う
な
環
境
整
備
を
行
う

べ
き
か
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
く
。

見
込
ま
れ
、
災
害
時
に
お
け

る
情
報
発
信
手
段
と
し
て
も

効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

平
成
2₅
年
4
月
に
「
そ
う

へ
ぃ
ち
ゃ
ん
」
ブ
ロ
グ
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

情
報
の
一
部
を
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
等
へ
の
移
行
を
検
討
し
ま

す
。

玉田　隆紀 議員
（公明党議員団）

2級 42名
3級 22名
4級 16名
5級 0名
6級 55名
合計 135 名

いわで議会だよりいわで議会だより− 11 −



質
　
問

①
核
廃
絶
宣
言
自
治
体
の
取

り
組
み
を
、
ど
う
評
価
や
認

識
を
し
て
い
る
の
か
。

②
世
界
平
和
に
進
む
の
で
は

な
く
、
平
和
憲
法
の
精
神
を

踏
み
に
じ
り
、
日
本
国
民
、

岩
出
市
民
を
駆
り
立
て
海
外

派
兵
に
道
を
開
く
「
閣
議
決

定
」
は
市
民
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
と
捉
え
て
い

る
の
か
。

③
核
廃
絶
宣
言
の
取
り
組
み

を
進
め
る
上
で
、「
閣
議
決

定
」
は
相あ

い

容い

れ
な
い
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

④
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ

ー
ル
署
名
や
平
和
市
長
会
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
し
て
は

ど
う
か
。

質
　
問

集
団
的
自
衛
権
の
容
認
は
、

平
和
都
市
宣
言
に
逆
行
す
る

と
、
山
形
市
長
は
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
国
の
問
題
を
言
え

な
い
こ
と
は
な
い
。
自
治
体

宣
言
か
ら
見
て
ど
う
な
の
か

見
解
を
聞
き
た
い
。

答
　
弁
　
市
長
公
室
長

市
長
で
は
な
く
個
人
と
し

て
の
発
言
だ
と
思
い
ま
す
。

②
③
国
政
に
関
す
る
見
解
で

あ
り
、
答
弁
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
長
と
し
て
発

言
す
る
の
で
あ
れ
ば
市
民
の

合
意
が
さ
れ
た
上
で
の
発
言

と
思
っ
て
い
る
。
議
会
の
場

で
、
個
人
と
し
て
の
見
解
を

市
長
の
立
場
で
述
べ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

④
他
の
自
治
体
の
動
向
を
踏

ま
え
留
意
し
て
い
き
ま
す
。

答
　
弁
　
市
長

①
宣
言
看
板
設
置
や
原
爆
パ

ネ
ル
展
の
実
施
、
平
和
行
進

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

ど
う
講
じ
る
の
か
。
改
善
対

策
面
で
県
へ
の
働
き
か
け
は

ど
う
行
っ
て
い
る
の
か
。

③
今
年
ポ
ン
プ
車
の
購
入
が

さ
れ
た
が
、
万
全
を
き
た
す

上
で
、
全
市
を
見
据
え
た
さ

ら
な
る
ポ
ン
プ
車
の
購
入
は
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
計
画
の
作
成
、
修
正
は
、

質
　
問

①
1
時
間
に
１
０
０
ミ
リ
を

超
す
大
雨
で
の
土
石
流
災
害
。

想
定
外
の
雨
量
を
想
定
し
た

災
害
対
策
面
で
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

②
急
傾
斜
地
崩
壊
区
域
、
土

石
流
警
戒
区
域
が
年
々
増
え

て
い
る
中
で
、
防
災
対
策
を

増田　浩二 議員
（日本共産党議員団）

防
災
対
策
の
見
直
し
を

核
廃
絶
宣
言
と

相
容
れ
な
い

海
外
派
兵
へ
の
「
閣
議
決
定
」

県
の
地
域
防
災
計
画
を
参
考

に
す
る
こ
と
に
な
る
。
岩
出

市
の
地
域
防
災
計
画
は
１
０

０
ミ
リ
越
え
対
応
を
盛
り
込

ん
で
お
り
、
国
・
県
と
連
動

し
て
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
掲
載

し
た
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

全
戸
配
布
し
て
い
き
ま
す
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

②
岡
田
対
策
で
、
藤
崎
井
の

調
査
設
計
業
務
入
札
公
告
を

行
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

③
借
用
調
整
も
あ
り
、
さ
ら

な
る
ポ
ン
プ
車
購
入
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
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安心の介護保険
制度を求めて

質
　
問

研
修
者
は
、
保
育
士
の
有

資
格
者
と
明
確
に
す
べ
き
だ

が
市
の
考
え
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

国
の
基
準
ど
お
り
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
保
育
者
を

保
育
士
の
み
に
限
定
す
る
考

え
は
な
い
。

⑤
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
対
象

が
原
則
要
介
護
3
以
上
に
制

限
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
影
響

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
料
金
単

価
が
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、

そ
の
確
保
に
向
け
て
料
金
設

定
等
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

②
既
存
の
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
含
め
、
地
域
に
あ
る

社
会
資
源
の
把
握
と
多
様
な

事
業
主
体
や
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
情
報
の
収
集
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
。

③
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。

④
費
用
負
担
の
公
平
化
や
制

度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る

上
で
、
国
が
判
断
し
た
も
の
。

介
護
等
が
必
要
な
方
へ
の
適

切
な
支
援
に
努
め
る
。

⑤
要
介
護
1
ま
た
は
2
の
方

で
あ
っ
て
も
、
や
む
を
得
な

い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
市

町
村
の
適
切
な
関
与
の
下
、

特
例
的
に
入
所
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

安
倍
内
閣
が
進
め
る
、
医

療
介
護
総
合
法
案
は
、
要
支

援
者
へ
の
訪
問
介
護
と
通
所

介
護
を
介
護
保
険
か
ら
外
し
、

自
治
体
の
地
域
支
援
事
業
に

移
行
さ
せ
安
上
が
り
に
す
る

こ
と
を
狙
う
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
の

改
悪
の
中
で
も
、
歴
史
に
残

る
大
改
悪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
　
問

①
要
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
見
合

っ
た
事
業
費
の
確
保
や
事
業

者
の
確
保
は
十
分
で
き
る
の

か
。

②
総
合
事
業
で
は
、
地
域
の

支
え
合
い
、
多
様
な
主
体
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
う
た
っ
て

い
る
が
、
そ
の
見
込
み
と
可

能
性
は
。

③
認
知
症
対
策
は
、
早
期
発

見
・
早
期
対
応
す
る
こ
と
で

す
。
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
の
考
え

は
。

④
一
定
所
得
以
上
の
方
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
料
が
2
割
負
担

に
な
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
づ
ら
い
環
境
を
生
む
と
考

え
る
が
市
の
見
解
は
。

新
制
度
で
は
、
家
庭
的
保

育
、
小
規
模
保
育
Ｃ
型
の
保

育
者
は
研
修
修
了
者
と
な
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
の
成

長
発
達
、
事
故
が
起
き
や
す

い
こ
の
時
期
、
子
ど
も
の
命

を
守
る
上
で
質
の
確
保
が
必

須
で
す
。
保
育
士
以
外
を
保

育
者
と
し
て
配
置
す
る
べ
き

で
な
い
と
考
え
ま
す
。

市來　利恵 議員
（日本共産党議員団）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
問
題
点

いわで議会だよりいわで議会だより− 13 −



厚生常任委員会提出の意見書

意
見
書
の
審
査

全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
し
、
次
の
と
お
り

関
係
者
に
提
出
し
ま
し
た
。

10
月
か
ら
「
血
液
浄
化
・

透
析
セ
ン
タ
ー
」
で
診
療
が

開
始
さ
れ
、
血
液
浄
化
療
法

が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
が
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
治
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。今

後
も
地
域
密
着
型
の
病

院
と
し
て
、
発
展
し
て
欲
し

い
も
の
で
す
。

委
員
長　

山
本　

重
信

副
委
員
長　

福
山　

晴
美

委

員　

田
畑　

昭
二

〃
　

吉
本　

勧
曜

〃
　

増
田　

浩
二

活
動
報
告

平
成
26
年
９
月
28
日
に
公

立
那
賀
病
院
が
改
修
工
事
を

進
め
て
い
た
「
血
液
浄
化
・

透
析
セ
ン
タ
ー
」「
外
来
第

５
ブ
ロ
ッ
ク
」
が
完
成
し
ま

し
た
の
で
、
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

厚
生
常
任
委
員
会

透析機械室

透析用監視装置とベッド

わが国のウイルス性肝炎の患者・感染者は、Ｂ型・Ｃ型合わせて 350 万人以上と推計されており、肝
炎が国内最大の感染症となっています。

こうした状況を踏まえ、国は、平成 22 年 1 月に、感染被害の拡大を招いたことに対する国の責任と肝
炎患者を救済する責務を明記した「肝炎対策基本法」を施行しました。

しかし、ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、Ｂ型・Ｃ型肝炎の根治を目的としたインターフ
ェロン治療とＢ型肝炎の核酸アナログ製剤治療に限定されているため、医療費助成の対象から外れている
患者は相当数存在します。

更に、ウイルス性肝炎に起因する肝硬変・肝がんの治療費には医療費助成制度がないため、患者の多
くは高額の医療費を負担するだけでなく、重い病状から就労不能となり、経済的に困窮した状況に直面し
ています。

ウイルス性肝炎に起因する肝硬変・肝がんにより、多くの方が亡くなっている深刻な実態の中、医療
費助成制度の拡充と生活支援の実現は緊急に取り組むべき課題となっています。

よって、岩出市議会は、政府及び国会が下記事項を講ずるよう強く求めるものである。

記

１．ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を創設すること 
２．身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患者の実態に応じた認

定制度にすること 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書
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議員提出の意見書
「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書

手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体などの動きや顔の表情を使う独自の語彙や文法体系をも
つ言語である。手話を使うろう者にとって、聞こえる人たちの音声言語と同様に、大切な情報獲得とコミ
ュニケーションの手段として大切に守られてきた。 

しかしながら、ろう学校では手話は禁止され、社会では手話を使うことで差別されてきた長い歴史が
あった。 

平成 18 年 12 月に採択された国連の障害者権利条約には、「手話は言語」であることが明記されている。
障害者権利条約の批准に向けて日本政府は国内法の整備を進め、平成 23 年 8 月に成立した「改正障害

者基本法」では「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段につ
いての選択の機会が確保される。」と定められた。 

また、同法第 22 条では国・地方公共団体に対して、情報保障施策を義務づけており、手話が音声言語
と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を身につけ、手話で学べ、自由に手
話が使え、更には手話を言語として普及、研究することのできる環境整備に向けた法整備を国として実現
することが必要であると考える。 

よって、岩出市議会は、政府及び国会が下記事項を講ずるよう強く求めるものである。 

記

手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話
を身につけ、学べ、自由に使え、更には言語として普及、研究することのできる環境整備
を目的とした「手話言語法 ( 仮称 )」を制定すること。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣

（目的）
第 1 条　この条例は、日本酒による乾杯の習慣を広めることにより、日本酒の消費拡大及び日本古来の文

化への理解の促進に寄与することを目的とする。
（市の役割）
第 2 条　岩出市（以下「市」という。）は、日本酒の普及の促進に必要な措置を講じるよう努めるものとする。

（事業者の役割）
第 3 条　日本酒に関係する事業を行う者（以下「事業者」という。）は、日本酒の消費拡大につながる普及

の促進に主体的に取り組むとともに、市及び他の事業者と相互に協力するよう努めるものとする。
（市民の協力）
第 4 条　市民は、市及び事業者が行う日本酒の普及の促進に関する取組に協力するよう努めるものとする。

（嗜好への配慮等） 
第 5 条　この条例の施行に当たり、市及び事業者は、個人の嗜好及び意思を尊重する

よう配慮し、市民は、自己の健康管理に留意するとともに、交通ルール及び飲酒に
おけるマナーを遵守しなければならない。

　　附　則
この条例は、公布の日から施行する。

日本酒の普及の促進に関する条例

議員提出の条例
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■
議
会
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

吉
本　

勧
曜

副
委
員
長　

宮
本　

要
代

委
　
　
員　

田
中　

宏
幸

〃
　

西
野　
　

豊

〃
　

山
本　

重
信

〃
　

福
山　

晴
美

〃
　

市
來　

利
恵

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い

ま
す
が
、い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日

は
「
読
書
週
間
」で
し
た
。

本
を
読
む
こ
と
で
、大
人

も
子
ど
も
も
心
が
豊
か
に
な

り
、自
分
や
相
手
を
見
つ
め

な
お
す
た
め
の
一
つ
の
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

12
月
は
、
休
日
も
多
く
、

子
ど
も
た
ち
と
読
書
を
楽
し

む
た
め
に
、
図
書
館
へ
行
っ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

来
年
も
読
み
や
す
い
議
会

だ
よ
り
を
作
成
し
て
い
き
ま

す
の
で
、ご
愛
読
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
、来
年
が

よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

12月議会の本会議開催予定日は、次のとおりです。
ぜひ傍聴にお越しください。

2（火）、8（月）、16（火）、18（木）、19（金）₁₂/
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